
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

098

和田実の保育内容の理念と内容
保育内容 「環境 」 か らの検討 2 ，保育項目 「観察 」 をめ ぐっ て

　　　　　 二 　富　　穣　 （十文字学園女子大学 ）

1 ．緒言

　昨年度の 日本保育学会第 54 回大会にお い て 、筆者

は他 の 2 名の 共同研究者とともに、和田実 q876
− 1954 ）の 初期 の 保育理念か ら、今 日の保育内容

「環境 」 と関連のある事柄にっ い て検討し発表 した 。

今回は 、幼稚園令の 制定 ・公布された 1926 年 （大

正 15 年 ）前後を対象に、とくに保育項目 「観察 」 の

扱 い に焦点を絞 っ て 検討する 。

　なお、 1926 年 12 月 25 日、大正天皇崩御に と

もな い 、年号は大正から昭和 に改められて い る 。

2 ．幼稚園令制定まで の保膏内容の 変遷

　 1899 年の幼稚園保育及設備規程 （文部省令第三

十 二 号）、翌年の 小学校令施行規則 （文部省令第十四

号）に遊嬉、唱歌、談話 、手技の い わゆる保育四項目

が要旨とどもに示され 、要旨は 、
‘ 11 年の小学校令

施行規則中改正 （文部省令第二 十四号 ）で削除された 。

3 ，保育項目 「観察 」 の 設置とそれをめ ぐる状況

　 1926 年 4 月 21 日、幼稚園令 （勅令第七十四号）

が公帯された 。 翌日公布された幼稚園令施行規則 （文

部省令第十七号）は 、第 二条で 保育項目を 「遊戯 、唱

歌 、観察、談話、手技等 トス 」 と定め た 。 こ れ は 、そ

れ まで の 保育 四 項 目 に 新た に 観察が っ け 加わ る と と も

に 、保育項目をこの 5 っ に限定せ ず 、現場 の 裁量を広

く認めたもの と理解され て い る 。

　 こ の うち 「観察 」 にっ い て は 、施行規則 と同日に示

され た幼稚園令及幼稚園令施行規則制定ノ要旨竝施行

上 ノ 注意嘉項 （文部省訓令第九号 ）に 「 自然及人事 二

属ス ル観察ヲ ナサ シ ム ル コ ト トシ……
」 と 、そ の 内容

に っ い て簡単に言及され て い る 。

　 1925 年の文部省に よる調査 で は 、幼稚園 933

園 の うち 61 園が 「観察 」 と い う保育項 目 をすで に 実

施 して い たほか 、園芸 、 飼育 、 園外保育などを通 して

「観察 」 に相当する保育内容を取り入れ て い た園は多

く、保育項 目 に 「観察 」 を加 えたの は 特 に新し い発案

で はなか っ た （辛 ， 2000 ） 。 しか し保育項目とし

て 法令 で 規定された こ とに より、保育現場 で は そ の取

扱 い をめ ぐっ て ee　tz な 議論や 提案が な さ れ たよ うで あ

る 。例えば 、
‘
26 年 6 月、東京で開催された幼稚園

令発布記念全国幼稚園大会で は 、大会第二 日の 第五号

議案として 「幼稚園令保育項目中二 示サ レタル覦察二

関ス ル 保育方法ニ ツ キ適当ナ ル方法如何 J が提案され 、

観察材料 と設備の 大要にっ い て質疑応答が行わ れた 。

　 また、当時保育関係者の間で 最も広く購読され て い

たと思われる月刊誌 『幼児の 教育』 に は 、1926 年

（第 26 巻）か ら翌 27 年 （第 27 巻 ）｝：か けて、
「観察 」 を主題 としたり、何 らか の 形で言及し た記事

が多数掲載された 。 そ れ らは 、

（1 ）保育項目としての 「観察 」 をどう理解し 、どう

　　　実践するか にっ い て の解説や提言…………6件

（2 ） こ れ まで に行っ て きた 「観察 」 の 実践記録 、保

　　　育案などの 報告や検討……・…・……・…… 17 件

（3 》尋常小学校の 「直観科 」 を念頭に置き、幼稚園

　　　の 「観察 」 との 関連に 言及 したもの ………3 件

の 3 っ に大別される 。

　なお 、当時 『幼児の教育書 の 裏表紙にはフ レーベ ル

館の広告が掲載され て い たが 、
‘ 27 年 5 月号に は 、

観察材料 として馬い る実物を補完するもの として 「観

察カード」 （発行は大正幼稚園出版部 ）が 、7 月号に

は 、特に
“

観察用
”

と銘打 っ て 「昆虫の 標本」 と 「採

集用具 」 が宣伝されて い る 。

　以上の ような こ とか ら、幼 稚園令制定 当時すでにか

な りの園で 「観察」 が実践され 、経験に基づ くノウハ

ウが蓄積され て い たこ と 、 「観察 」 が保育項目として

法令で 規定されたの にともな い 、よりよ い実践を研究

す る気運が高まっ た一方 で 、そ の 理解や実践の あ り方

に っ い て少なか らぬ動揺が あっ た こ と 、 な どが窺える 。

4 ．「観察 」 に っ い て の 理念

　 厂観察 」 と は 、広く自然や社会 の 事物を材料に 、幼

児に直接経験を積 ませ る こ とを主眼 とした保育項 目で

ある 、と理解 され て い たよ うで ある 。こ の 点で
．
、「観

察」 は今Hの 保育内容 「環境 」 と共通する性質があ っ

た とい える 。 そ こ で 、以下 に 「観察 」 にっ い て のより

具体的な論考を取 りあ lf　．検討 する こ と に す る 。

  　森川正雄に よる 「観察」の 解説

　森ili正雄 （奈良女 子高等師範 学校教授兼同校附属幼

稚園 主 事 1 は 、著書 『幼稚園の 理論及実際 醤 （192

4 ）の 中で 、 「観察 」 に書及 して い る 。同書の 出版は
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幼稚園令の 制定以前で あるが 、幼稚園教育全体の 中に、

教育事項の
一

つ と して 「観察 」 を明確に位置づ け、そ

の あ り方 にっ い て論 じて い る点 、保母養成課程の教科

書として
一．・

定 の 需要があ っ たと考えられる点 （若山ほ

か ，発表予定）、な ど か ら こ れを 「観察 」 の と ら え方

の 代表例の 一
っ と考え、こ こ で 検討するこ とにする 。

　 同書は 3 編 （320 頁 〉か らなるが 、森川自身の 幼

児教 育理論が語 られ る の は第二 編 で あ る 。 第一、二 章

で幼児教育の 必要性と 、幼児期の 心身 にわた る発達 の

特徴を述 べ た後、こ うした前提に基づ い て、第 三章で

幼稚園 の 目的 と任務 、第四章 で 教育事項 、第五童で 教

育方法 、第六章で 幼稚園に 関係す る法令が記述 され て

い る 。 「観察 」 が論じ られ て い るの は第四章で ある 。

　 第四章で は 、まず幼児期 に実現され る教育的価値と

して、道徳的 ・宗教的 ・文学的 ・科学的 ・芸術的 ・産

業的の 6 っ が挙げ られ 、次 い で こ れ らの 価値 を実現す

る ため の教育事項 と して 、談話 、遊戯、手技、図画 、

唱歌、観察の 6 っ が か な り詳細 に論じ ら れ て い る e

　 「観察 」 に っ い て の 記述は以 下の ようで ある 。

（
一

冫観察 の 教育的価値

　　 「環境の 重要な る事物 に親熟せ しめる事 」
「経験

　　 を正 し、拡げ 、且整理する事 」
「研究的態度の形

　　成」
「言語の 練習 」 の 4 項が挙 げられ て い る 。

（二 ）観察材料の 種類

　　 自然 、人工の 物事合わせ 23 件が挙げられ て い る 。

（三三）観察 に関す る 議論

　　年 齢が低い ほど 厂観察 」 は 重要 さを増す 、と い う

　　 認識に基づき、ドイツの 直観科 、ア メ リカの 保育

　　界での現状 に触れ た 後、自然体験、特に動植物の

　　飼育 ・栽培の重要性 と、保育者自身が観察材料に

　　興珠をもっ こ との 大切さを説い て い る 。

（四 ）観察に関する注意

　　特定の時間割は必要な く随時行うべ きこ と、実物

　　経験の重視 、観察によっ て得られた 「智識」 の利

　　用 、などを 9 項目にわ た っ て述 べ て い る 。

　 「観察 」 にっ い て森川が重祝してい るのは 、幼児 の

興味や関心 に基づ き、身近な環境を直接経験する こ と

を通 して 「智識j を得る こ とである 。 また、栽培 ・飼

育を通 して幼児の情操を育む こ とを強調して い る点な

どに 、今 日の保育内容 「環境 」 と共通す る意識を認め

る こ とが で きる 。

　 また 、談話 、遊戯、手技の 教育的価値の 中に、 「観

察の涵養 」 が挙げられてい るほか 、観禦材料でもある

動植物 の 飼育 ・栽培が 、手技 の 種類に挙げ られ て い る

点などに 、 「観察 」 を孤立した教膏事項で はな く、他

の教育事項と関運 づ けて とらえる姿勢力覡 れ て い る 。

  　和田実の 「観察 」 に っ い て の 主張

　 「観察 」 にっ い て の和田実の考 え は 、 「保育事項 と

しての 『観察』 に就い て 」 （『幼児 の 教齔 第 26 巻

第 9 号） と 「観察材料の 予定に就 い て 」 （ 『同 』第 2

7 巻第 2号 ）の 2 編 の 論文 に端的 に表れ て い る e 特に

和田 の基本的な考え方が簡潔に語 られ て い る前者に っ

い て 、そ の 内容を検討す る こ とにする 。

　 和田は 「観察 」 の 意義は、幼児が観察欲 経験欲を満

足させ る遊びを通して新 しい 「智識 」 や経験を取り入

れ 、蓄積する こ とにあるとし、 「観察 」 を 「収得的遊

戯 」 と呼んだ 。 こ こ で 得 られ た も の が手 工 な ど発表的

遊戯の材料になるの だが 、和 田によるど 、従来の幼稚

園は 「収得的遊戯 」 を無視 して発表させ る こ とばか り

考える無理 を犯して い た とい い 、こ れが 「観察 」 を歓

迎する理由にもな っ てい る 。

　 また、 「観察 」 を、 （狭義の ）観察 、実験、鑑賞 、

蒐集 の 4 っ に分け、それぞれ の教育的価値を 3 な い し

4項目挙げて い るが、特に実験に っ い て 「外界の 理解

に対する進み たる効果」 等を挙げ 、従来の保育に最も

欠けた 部分の 補足 に役立 っ 、と高 く評価 し て い る 。

　 さらに 、観察材料の種類とともに 、その 収集や選択

の 原則を挙げ 、次い で 具体的な観察方法に言及 して い

るが 、その 注意 の 中 で 、幼児 の 興味 ・関心を尊重し、

育むためには 、大人の過度の 干渉を避けるとともに、

幼児 の 疑問に適切に答える こ とが重要で 、単に観察材

料を与え て お けぼ い い とい うもの で はな い こ とを指摘

して い る 。

　最後に和田は 、 「観察 」 はすべ て の保育事項の基礎

であっ て 、保育事項の 最初に挙げられな ければな らな

い 、と い い 、こ の稿を結ん で い る 。

　以 上 か ら、和田実の 「観察 」 に っ い て の と ら え 方 の

骨子は、こ れを他の 保育項目の基礎とな る 「収得的遊

戯 」 と位置づけ 、従来の 幼児教育の 欠陥を補うもの と

評価し た点、ま た 、本稿で は触れ る余裕がな か っ たが

「観察材料の 予定 」 とい う言葉に象徴される裏前の見

通しの 必要性と 、それ に とらわれぬ幼児の 現状に 応 じ

た実践の重要性を主張 し た点、に あ る と い え る 。

5 ．今後の 課題

  和 田 実と森川正雄 の 「観察 」 に関す る 見解 の 相違に

　つ い ては 、当日発表予定 。

  倉橋惣三の 「観察 」 に関す る見解と和田実との異同

　にっ い て 1＊　，．辛 （2000 ＞に よ る簡潔な ま とめ が

　あるが、機会を改めて検討す る予 定である 。
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